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力の幼虫の過密因子 2.成良抑制及びmI珊効恥
Overcrowdingfactorsofmosquitolarvae.2.

Growth･retardingandbacteriostaticeffectsof

theovercrowdingfactorsofmosquitolarvae.

T.Ikeshoji&M.S.MullaI.Econ.Entomot･,63,

1737(1970).

カの幼虫を過密状態で飼育すると,死亡率が高くな

り成長が遅れ,成虫になっても体が小さいことが知ら

れている.この原因は,飼育した水の中にある化学物

矧 こよるもので, これに過密因子 (Overcrowding

factor)と名付けた.

一つの窄‡料こCutexbiJ)F'ensquiqucfasclaLusSay
の2†‡幼dlを1500-2000匹300mLの水で4-5日飼市

し.これをエーテル抽出して狩られる物TIを lmEの

95,00'ェクノールに浴解して供試試料としこれを1畔位

とした.LTBO(50%致死時間)を1令幼虫を班って1,

y6,%叩位について調べると,それぞれ1･4,516,6･4日

であった.一方.LD6｡は0.31蝉位であった.

過密因子は.幼虫の成長をおくらせる.1即位を1
令幼虫に与えると16日日に0.6,%が蛸化し.平均桶化

時llLnま10日であった.特に1令.2令幼虫がこのよう

な虫tZf_qFを受けやすい.幼虫時に過密因子を与えると,

成虫になってから生んだ卵塊は心さく卵数も少ない.

過密因子は,Bac∫llusthuringiensisを班ったディ

スク法によると,静滞.殺閃作用を持っていることが

示され,さらに幼虫のBES動数の低下をきたす.

バクテ1)アの治郎状TB,代謝産物がカの幼虫の成長
には,必要条件であるといわれているので.過密因子

によるバクテ.)アの減少,幼虫の脚動数の低下が死亡

執 成丘のわくれの原因であろう｡ (高相 正三)

アリ寿素としてアルカロイド

Alkaloidfrom fireantvenom:Identification

andsynthesis.∫.G.MacConnell,M.S.Blum,
H.M.Fales,Science,168,840,(1971).

ImportedfireantSoleno♪sL.SSaCVZ'ssfmaの red

form はノースカロライナからテキサスにかけて分布

し,有横溶媒に可溶,水に不溶の非田山Vl:/-J!E諸;を分泌
する. この毒素の主成分は Adrouny(1966)により

2-methyト3-hexadecylpyrrolidineおよび相当すろ

A3-pyrrolineと推定されたが,Sonnet(1967)は合成

品と天然物とを比較した結果,この化学構造の誤りを

折柄した.

;Y.:祈苛は新らしく招累を分離し,その中の最も分子

虫の小さいものに solenopsinAと命名し,定性試験,

録

NMR.GC-マススペクトル.水諺…化分朋･物の検討から,

solenopsinA は 2-methy1-6-n-undecylpiperidine

と結諭 した.そして合成によ りtrans-)ndl性休が

solenopsinA と同定した.

アルキル基をもつピペ1)ジンが動物体からFij累とし

て分離されたのは, これが最初である 2-methy1-6-

alkylpiperidineは植物体か らpinidine,cassine,

carpaineとして発見されている. しかしこの場合ア

ルキル基は cis結合である. (石井象二郎)

スジマダラメイガとノシメマダラメイガの性フェロ

モン

SexpheromoneofthealmondmothandtheIndian

mealmoth;cz'S-9,trams-12-tetradecadienylace･

tate.Y.Kt)wAllARA.C.KITAMURAl,S.TAKAHAStlt

H.HARA,S.IsItH.ⅠⅠ.FuKAMl,Scf'cnce,171,801

(1971).Sexstimulantandattractantinthe
lndianmealmothandinthealmondmoth.

U.E.Brady,J.H.TumlinsonIII.氏.A.Brownlee,

R.M.Silverstein,Scfencc,171,802(1971).

メイガ杓マグラメイガili帥 こIbiL.lLけFr伽こ分-Jl;し

ている代出的な貯･EHlはlであるスジマグラメイ机

Almondmoth;Cadracautella(以下ccと略)とノ

シメマグラメイガ.Tndianmealmoth;PIodl'LZ

intcrL)unctcLLa(以下 piとPI't)の雌成山が分さ路すろ牲

フェロモンの川辺が,口米而グループによりrlJ]時に発

表され,全くTlJ]一物ncz'S-9,tr上川S-12-tetradecadienyl

acetateとhl]起された.以下耐グループの.7論文を比校

しながら抄録する.マグラメイガ珊村に屈すろ貯放ETB
由の性フェロモンには柾fJj)rJl･性が認められないという
執 ま既に指摘されていたが,この研究によって全く同

一物質であることが判明した.性フェロモンのIP耶過

程および構造決定の方法には両グループにかなり相)F'd_

がある.すなわち Kuwahara等は一般に行なわれて

きた方法に従がってdt休を[(打抑拙山した.?I;]化後1口
以円のcc雌120万WlをCII2C12拙出し,拙.'Jl物 1.8kg
をMeOH拙Elル て.MeOH可rf'f邦313gを柑た.こ

れをSiO2およびSiOrAgNOJカラムで数回羊朋注し,

cc性フェロモン6.1mgをill那した.フェロモンの高

分脈維TIn分抑 こより分子式 C16H2802を得,接触還

元生成物 Myristylacetateの同定により,不飽和度

2の直鎖状アルコールの酢酸エステルを推定 した.

NMRの各 シフトより構造を 9,12-tetradecadienyl

acetateと推定した.このことはさらにミクロオゾン

分解生成物の 1つ 山一acetOXy-nOnanalの同定によっ
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ても硫過された.規何梢道の決定には4異性体を合成

し.IR.NMR,ゴーレイカラムによるGC,および雄

蛾に対する誘引活性の結果を天然物のそれと比較して,

cl'S-9,Lra〃sl12-tetradecadienylacetateと結諭した.

piの似合には67万鋭 く性比 1:1)の虫体を雄を除去せ

ずに地山し.抽出物よりMeOH可溶部 72･5gを得

た. これを希アルカリで加水分解し,中性部をエーテ

ル地山し.MeOH不溶性の結晶を除き,アセチル化

級.同様にカラムクロマトで精製を行ない,pi性フェ

ロモン 0.5mgを得た.オゾン分解,ゴーレイカラム

による GC分析および生物試験の結果より.ccフェ

ロモンと同一物質と同定している.一方 Brady等は

pi未交尾雌1万9千頭をロ紙で内張りしたガラス製容

器に3日間保持した.ロ紙に吸著されたフェロモンは

溶媒で浴出し,SiO2カラムにより精製し,GC分取を

行なった.200J̀gのpi性フェロモンが得られた. ロ

紙吸着法によれば腹部末約の溶媒抽出法よりも数倍多

丑のフェロモンが柑られるという.Kuwahara等の方

法によるよりも約7倍多く狩られた事になる.蝉離さ

れたフェロモンの稲造は質虫分析による分子イオンお

よび開裂イオンの剛a IR,加水分解アセチル化によ

る活性の刑失再監 臭素化による活性の消失,接触還

元生成物である myristylacetateの同定,ミクロオ

ゾン分解iE成物である aJ-aCetOXynOnanalおよび

acetaldehydeの 同定 等 の結 果 よ り 9,12-tetra-

decadicnylacetateと推定した｡放何梢道はJacobson

より入7･･したcis-9,trans112-tetradecadienylacetate

の出物拓也およびGC分析の挙動が天然物のそれと同

一であることより決定された.ccの性フェロモンに関

しては羽化後2日の雌1万頭の脱部末弟は り,すでに

述べた'JJ-はでIli離した.クロマトの挙動および生物試

験の鮎舛 piの性フェロモンと同一であるという.収

畳は不明.Brady等によるとpiの雄は性刺激反応を

みる生物試験で合成および単離 pi,ccフェロモンに同

様に反応し.pi雌抽出物に対しても同様である.一万

cc雄は前者に対して示す反応は同様であるが,後者に

対して示すような誘引涼への走向性を伴なった反応は

示さないという.さらに高濃度のフェロモンにさらす

と全く興香反応を示さない.しかし cc雌虫体より111

離したそれ自身は全く活性のない他の物質をフェロモ

ンに加えると興菅を示すばかりか誘引の走向性をも州

大させるという.この物質は性フェロモンの共力剤で

あり,近縁種の隔離する一要因と考えられる.Brady

らは性利敵と性誘引の生物試験を区別すべきことを強

調している. (桑原 保正)

Myrmicine7IJより除草物質

Myrmicineantssecreteberbicidalchemical･

C& ENewsFeb.1,39く1971).

ハイデルベルグ大学有機化学研究所のSchildknecht

教授は南米のハキ1)ア.)leafcutterant,Attasexdens

はその後胸腺metathoracicglandよりphenylacetic

acid,indolaceticacid,β-hydroxydecanoicacidを

分泌することを発見した.このアリは袋を切って射 こ

運び,それにある種の菌を培養する.Schildknecht等

の研究によると,ア1)は殺初抗菌性物質を分泌し,次

いで indolaceticacidのような生長ホルモンも分泌

する.さらにアt)は自分等の食物となる甜だけをiti-ff

するためにβ-hydroxydecanoicacidを分泌すること

がわかった.これにMyrmicacinと名付けた･アリの

腺には2-3.5〃gを含み,この他にβ-bydroxy∝tanoic

acid,β-hydroxyhexanoicacid も含 まれ る･

Myrmicacinは除壬,'L効九 抗菌力があり,食物の総TI:

剤に佐用できるであろう. (石井毅二郎)
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